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０ .  はじめに  
 イテリメン語はカムチャツカ半島北西部（ロシア連邦）で話される、消滅の
危機に瀕した言語である。系統的にはチュクチ語・コリャーク語・ケレク語・
アリュートル語とともに「チュクチ・カムチャツカ諸語」に属すとみなされて
いる。2002年ロシア連邦国勢調査によると、イテリメン族の人口は約 3180人、
そのうち 385人がイテリメン語を母語であると主張しているが1、実際の話者は
50人以下と推定される。 
 本稿では、文字化され出版されたイテリメン語テキストとその電子化の現状
について報告する。 
 

１ .  文字化されたイテリメン語テキストの分類  
 まず、イテリメン語の書記体系について簡単に述べる。イテリメン語は長い
こと文字を持たない言語であったが、旧ソ連体制のもと、1932年にイテリメン
語を含む北方諸言語のためにラテン文字に基づくアルファベットが作成され、
イテリメン語での学校教育が開始された。しかし 1937年に北方諸言語の表記法
がキリル文字に基づくアルファベットに切り替えられた際、イテリメン語のキ
リル文字化は行われず、イテリメン語の学校教育も停止してしまった。キリル
文字に基づいたイテリメン語のアルファベットが正式に承認されたのは約50年
後で、新たに教科書が発行され、イテリメン語の学校教育が再開されるのは
1988年になってからである2。 
 イテリメン語で書かれた出版物は、学校の教科書がそのほとんどを占めてい
る。1930 年代はラテン文字ベースの書記体系で、1988 年から現在に至るまで
はキリル文字ベースの書記体系で書かれている。ラテン文字ベースの書記体系
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が廃止され、キリル文字ベースの書記体系が開始されるまでの間は、教科書以
外の出版物（主に研究書）において、それぞれ独自の表記が用いられている。
以下、これまでに出版されているイテリメン語テキストを書記法別に分類した。
なお、イテリメン語には現在北部方言と南部方言があり、学校教育関係の出版
物は南部方言に基づいたものである。以下の記述において、方言について特に
言及がない場合は南部方言のものとする。 
 

(1) ラテンアルファベット正書法…1932 年に承認されたラテン文字ベースの書
記法により書かれたもの。 
Орлова (1932)：初等アルファベット教本。アルファベットを覚えるためのイ
ラストレーションと短い語が多数。後半に短いテキストあり。巻末にロ
シア語対訳付き。 

Попова (1933)：イテリメン語で書かれた算数の教科書。問題文などの短いテ
キストあり。巻末にロシア語対訳付き。（資料１） 

 

(2) ラテン文字ベース…ラテン文字に基づく独自の書記法で書かれたもの。 

Worth (1961)：ヨヘリソン（Waldemar Jochelson）により 1910-11年に収集
された 41のテキスト（主に民話）が収められている。そのうち 15テキ
ストは北部方言。英語による逐語訳と要約あり。（資料２） 

Georg and Volodin (1999)：ドイツ語で書かれたイテリメン語文法研究書。巻
末に７テキスト（南部方言５テキスト、北部方言２テキスト）、ドイツ語
対訳付き。そのうち１テキストは形態素分析とドイツ語のグロス付き。
１テキストは Володин (1976) と重複。（資料３） 

Стебницкий (1934)：ロシア語で書かれたイテリメン語文法概説。１テキスト、
ロシア語逐語訳付き。（資料４） 

小野 (2005)：2003年に記録されたイテリメン語北部方言１テキスト。IPAに
よる音素表記。形態素分析およびグロスと日本語対訳付き。 

 

(3) キリルアルファベット正書法…1988 年に承認されたキリル文字ベースの書
記法により書かれたもの。 
Володин (2002)：新約聖書のイテリメン語訳。ロシア語訳付き。 

Гуторова (1995)：イテリメンの伝説を記した一般向け読み物冊子。ロシア語
訳付き。（資料５） 
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Дюрр и др. (2001)：1980-2000年に記録された７テキスト（うち３つが歌の
歌詞、北部方言１テキスト）。ロシア語対訳付き。 

Халоймова (1994)：イテリメン語のなぞなぞや歌の歌詞を集めた子供向け冊
子。 

Халоймова (1999)：イテリメン語教科書（３年生用）。本文はすべてイテリメ
ン語で書かれている。 

Халоймова (2000)：イテリメン語教科書（４年生用）。本文はすべてイテリメ
ン語で書かれている。（資料６） 

Халоймова (2001)：イテリメン語教科書（２年生用）。文法の説明や問題文な
ど、本文の一部はロシア語で書かれている。 

Халоймова и др. (1995)：イテリメンの伝統文化を学ぶための教材。短いテキ
ストあり。ロシア語対訳付き。 

Халоймова и Володин (1999)：イテリメン語初等アルファベット教本（１年
生用）。短いテキストあり。 

 

(4) キリル文字ベース…キリル文字に基づく独自の書記法で書かれたもの。 

Браславец (1968)：ロシア語カムチャツカ方言の研究書。イテリメン語とロシ
ア語ののバイリンガリズム研究を目的として1965-1966年に収集された
５テキスト（うち北部方言１テキスト）がある。ロシア語逐語訳付き。 

Володин (1976) ：ロシア語で書かれたイテリメン語文法研究書。巻末に５テ
キスト、ロシア語逐語訳付き。キリル文字による音素表記。（資料７） 

Орлова (1999)：1926-1953年に収集された８テキスト（うち北部方言１テキ
スト、その他は南部方言）、ロシア語対訳付き。（資料８） 

Успенская и Голованева (2004)：2003年に記録された北部方言 21テキスト
を収録。 

 

 以上に挙げたテキストの表記法の一覧を表１、表２に示した。表１はラテン
アルファベット正書法とラテン文字ベース独自表記の比較、表２は現行キリル
アルファベット正書法とキリル文字ベース独自表記の比較である。 
 

２ .  電子化されたイテリメン語テキスト  

 これまでに電子化されているイテリメン語テキストは、Worth (1961), Володин 
(1976), Гуторова (1995), 小野 (2005) である。電子化に際して、テキストデータは 
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Unicode (UTF-8) でエンコードされている。表３に Worth (1961), 表４に Володин 

(1976), 表５に Гуторова (1995), 表６に小野 (2005) の原文表記と電子化された文
字コードとの対応を示した。また、電子化されたテキストのサンプルを資料９
（Worth 1961）, 資料 10（Гуторова 1995）に挙げた。 
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資料 9：電子化されたテキストデータサンプル （Worth 1961） 

 

<text id="w_1"> 

<!--Worth, D. S., Kamchadal Texts Collected by G. Jochelson. ʼs-Gravenhage, 1961.--> 

<s id="1"> ksunlqazuknen czelkutq .</s> 

<s id="2"> ina kswatalqazoknan kutqen pēcenk sinaŋewtenk ;

 kwetatqazoknan .</s> 

<s id="3"> inkemlł uen ktmplqazuin .</s> 

<s id="4"> czelkutq knalxknan sinaŋewtenk .</s> 

<s id="5"> hacyeq ksunlqazuknen .</s> 

<s id="6"> qecik kxaimantoqazoknan .</s> 

<s id="7"> sinaŋewt kaxsxknan .</s> 

<s id="8"> ixlaxin-pēc kinxsxtin .</s> 

<s id="9"> czelkutq ksxeziknen senke , kinfknen gapaqamtalxan

 cineŋlexen laŋen .</s> 

<s id="10"> czelkutq qanaŋ kkamŋaknan laŋenke .</s> 

<s id="11"> ŋic ina:n kantxigaan .</s> 

<s id="12"> sinaŋewt qamza:n hacyeq kkuŋlqazuin , kukiqazuin

 .</s> 

<s id="13"> — mawisx , xat nlaman ina !</s> 

<s id="14"> txiink ksunlqazuknen txlocex lusx ina:n , kutqen

 lilixł kxeineknen :</s> 

<s id="15"> — sinaŋeuta , hac , qenłxilŋix qamzan ukez

 , qata ina gapaqamtalxanke kkamŋaknan ,

 pēc qenklix esxanke .</s> 

<s id="16"> pēmacx kiłknan esxanke .</s> 

<s id="17"> hacyeq kcaqałqazoknan :</s> 
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資料 10：電子化されたテキストデータサンプル （Гуторова 1995） 

 

<text id="Gutorova"> 

<!--Gutorova T. E., Eľweľ, Itelmenskaja legenda. Petropavlovsk-Kamchatskij, 1995.--> 

<s id="1"> — i-tʼe tiʔnu ɬqzuwen . </s>  

<s id="2"> ˚qniŋen atnok kʼalek qiχenk suɲɬqzuwen χollalaχ , nisilan qχeɬaʔin uxt . </s>  

<s id="3"> qʼewlaχ, xinmitqen , cʼinəŋlaχ, ɬqzuwen uxt . </s>  

<s id="4"> lem nwen atnok suɲɬqzuwen cʼineŋlaχ laccaχ . </s>  

<s id="5"> lʍtalaqzuweʔn ipɬχeʔn . </s>  

<s id="6"> kcawatqzukneʔn itχ xilqlaχ kiwecχenk . </s>  

<s id="7"> laccaχ klaknen isxenke : uxt ənnank ŋaɬxasen . </s>  

<s id="8"> laχsχ, isx krewatqzukneʔn : χinŋin mellaχ, qaʔm xteken iχɬχcaχ lʍtalaznen txiʔin 

˚kniŋecχ ekecχ. </s>  

<s id="9"> qun , qaʔt anoqzuwen , laccaχ ceʍeki iɬqzuwen oxtanke , mankzuqzucen ənna 

uxtenk . </s>  

<s id="10"> riwatqzuwen ənna anokaʔn cokaɬkiɬχeʔn səmteɲcke , xicawakaʔɬqzuwen 

qlelχanke . </s>  

<s id="11"> χorowal ənnanke ksopʼan qtχosχcaχq χeqateknen , cəŋzlaχ knitχqeɬʼin cʼamzaɲɬχ 

kana . </s>  

<s id="12"> — cʼexcʼeɬ ceʍizc uxtanke , cʼiniŋlaχ lace! </s>  

<s id="13"> χaɬcnu kəzza ɬqzaɬ kəmman ŋic . </s>  

<s id="14"> knink ɬqzaxen cʼiniŋlaχəʼn txɬknenoʔm , ptos cʼewizlaχ χmɬχlaχ nonom . </s> 

<s id="15"> kəmma miɬenk nxtezməŋ , χineɬ nzəlqzuzəmneʔn kəmmanke ľwi cʼiniŋlaχ 

txɬknen , ptos cəɬxalom , nozeʔn , χəmɬχ , tχaltχal . </s> 

<s id="16"> kəmman χeɬonaɬom qʼewlaχ , kʼe təntʍqaɬcen , χeʔɲc itʼe mellaχ qnitχqeɬʼin 

cʼamzaɲɬχenk χəncamlacen . </s> 

<s id="17"> qeqcʼulk kəntkowasaʔan kana esqcaq ɬŋezaxɬqzuwen : </s> 

<s id="18"> — xa-xa-xa! kniʔn isxeʔnk lem kəmma nxtezmnen . </s> 

<s id="19"> χeʔɲcnu xənlussiwen zilles χinwen qamzananke : xa-xa-xa! </s>  

<s id="20"> qaʔm naɬaq ktxəŋ cʼiniŋlaχ laccaχ ijakilaχan ecʼqelaχ cʼamzaɲɬχank . </s> 

<s id="21"> em χaqela eɬwercokinen ktwelaχeʔn qaʔtx ləʼl luʔl . </s> 

<s id="22"> em əɬckunen kiwecχenk uxt — laccaχ cʼŋelqzuwen . </s> 

<s id="23"> ənna lakinen lʍtalatanke əŋqa cʼelascəŋnen kana . </s>  
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注： 
1 Национальный состав и владение языками, гражданство, Москва, 2004 による。 
2 イテリメン語の書記法と学校教育については小野(1999)に詳細な記述がある。 
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